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ごあいさつ
私たちは、日ごろどの程度「川」を意識しているでしょうか。穏やかに流れる川は、水道水や農業用

水といった私たちの暮らしの重要な部分を支えていますが、普段は橋を渡るときや河川敷で目にする程

度で、川のことをいつも気にかけている人は少ないでしょう。しかし、100 年ほど前までは、川は日々

の暮らしに欠かせない水の源であり、様々な物資や人を運ぶ交通路であり、そしてまた両岸の往来を妨

げ、時には家や田畑を押し流す恐ろしいもので、人はその存在を無視することはできませんでした。

本年度のかながわの遺跡展では、神奈川県内最大の河川である相
さ

模
がみ

川
がわ

の流域の遺跡をテーマとしまし

た。相模川は、富
ふ

士
じ

五
ご

湖
こ

のひとつである山
やま

中
なか

湖
こ

を水源とし、丹
たん

沢
ざわ

の山麓を潤しながら相
さ

模
がみ

平
へい

野
や

へと流れ

出て、相
さ

模
がみ

湾
わん

へと注ぎます。その流れは数多くの動植物を支えており、流域の生態系を豊かにしていま

す。私たち人間もまたその例外ではなく、相模川の流域には人々の活動の痕跡が遺跡として数多く残さ

れました。本展示では、はるか旧石器時代から始まり、３万年以上にわたって相模川のほとりで生きて

きた人の歩みを見ていきます。この展示が、はるか昔から私たちと川とが織りなしてきた歴史に思いを

巡らせるきっかけになれば幸いです。
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例　言
○○ 本図録は、令和２年度 かながわの遺跡展『相模川遺跡紀行～３万年のものがたり～』の展示図録です。

○○ 本展覧会は、神奈川県教育委員会（埋蔵文化財センター）・神奈川県立歴史博物館・厚木市教育委員会の共同主催

によるものです。

○○ 展示会場と会期は次のとおりです。 

【厚木会場】　あつぎ郷土博物館	 令和２年12月24日～令和３年１月24日　	休館日：12月28日～１月３日 

【横浜会場】　神奈川県立歴史博物館	 令和３年２月６日～３月７日　	 休館日：月曜日、２月12日・16日・24日

○○ 本図録に掲載した出土品等の所蔵・保管先については、神奈川県教育委員会所蔵のものは省略しています。

○○ 相模川の山梨県内での名称は「桂川」ですが、本図録では相模川の本流全体を「相模川」と表記しています。

○○ 本展の企画・図録作成は、神奈川県立歴史博物館（担当 丹治雄一）、厚木市教育委員会（担当 佐藤健二・安藤広子）

の協力と、神奈川県教育委員会教育局生涯学習部文化遺産課各員の助言を得て、同課中村町駐在事務所〔埋蔵文

化財センター〕の丸吉繁一が行いました。 

なお、遺構名称等の表記については、原則として報告書等の記載に従っています。
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1	 相模川と本流沿川の市町村

2 	 本展示の関連遺跡とその時代（年代は概数）

はじめに
相模川は、神奈川県内で最大の河川です。まず、この川のなりたちと、その流域全体の様子を見

てみましょう。

▲
▲

相模川のなりたち

相模川が形成されたのは約 500 万年前とされ、現在の丹沢山地と関東山地に挟まれた部分に形成

された谷が原形となっています。約 50 万年前ごろまでは東へと流れ、多
た

摩
ま

川と合流していましたが、

やがて現在のように南に屈曲して相模湾へ流れるようになりました。そして相模川の堆積物によっ

て相
さ

模
がみ

野
の

台地が形づくられ、さらに川の下
か

刻
こく

作用によって河
か

岸
がん

段
だん

丘
きゅう

が形成されていきます。地球の

気温が低下する氷
ひょう

期
き

には、海面が大きく低下したことで、相模川の河
か

床
しょう

も低下し、河口付近の標高

は今より 90 ｍも低かったことがわかっています。

約 15,000 年前には氷期も終わり、縄文時代になると、温暖化によって逆に海面が上昇してきます。

約 6,000 年前には、現在の寒川町付近にまで海が入り込んでいましたが、その後海岸線はゆっくり

と後退していき、下流域の両岸に広がる平野には相模川の運ぶ砂
さ

礫
れき

によって自
し

然
ぜん

堤
てい

防
ぼう

が発達します。

また、海岸付近では海からの風により砂丘が列状に形成されました。これらの河岸段丘面や自然堤

防・砂丘は、現代にいたるまで人々の生活の場となっています。
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▲
▲

相模川の地形

相模川の全長は約 109 ｋｍです（国土交通省の公表値）。富士五

湖のひとつである山梨県の山中湖（標高 982 ｍ）を水源とし、忍
おし

野
の

八
はっ

海
かい

や河
かわ

口
ぐち

湖
こ

などの水系と合流しながら、富士山の溶岩流地帯を北

へと流れていきます。現在、相模川の本流には２つの滝があります

が、これらは富士溶岩流の末端部に形成されたものです。北東方向

へと流れてきた相模川は、大月市付近で関東山地にぶつかると、丹

沢山地を取り巻くように東へと流れを変えます。山梨・神奈川県境

手前の上野原市で川幅を広げ、相
さ

模
がみ

湖
こ

・津
つ

久
く

井
い

湖
こ

の二つのダム湖を

経て、相模原市緑区小
お

倉
ぐら

で南へと流れを変えると、川の両岸も山地

から台地へと変わります。

① 相模川のはじまり ( 山中湖村 )

② 鐘
かね

山
やま

の滝（富士吉田市・忍野村）

③ 田
た

原
はら

の滝（都留市）

④ 国指定名勝 猿
さる

橋
はし

（大月市） ⑤ 龍
りゅう

門
もん

峡
きょう

（上野原市）

山中湖

富士山
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厚木市・座間市付近からは両岸に相模平野が

展開し、海に向かって景観が大きく広がります。

両岸に自然堤防帯を発達させながら流下した相

模川は、最下流部の砂
さ

州
す

・砂丘地帯を抜けて太

平洋に注ぎ込みます。

相模川は、富士溶岩→山地→台地→平野→砂

丘と、多様な地形を通り抜けているのです。

⑦ 津久井湖（相模原市）

⑥ 相模ダム(相模原市)

3 	 相模川流域の地形と展示に関連する遺跡
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▲
▲

川と人の歴史のはじまり－旧石器時代－

相模川（本流）の流域で現在のところ最も古

い遺跡は、津
つ

久
く

井
い

城
じょう

跡
あと

( 馬
ま

込
ごめ

地区 ) で見つかっ

た約 33,000 年前の後期旧石器時代のものです。

この遺跡では、相模川上流部で調達できる凝
ぎょう

灰
かい

岩
がん

を素材とする石
せき

斧
ふ

づくりを行っていたほか、

伊豆諸島や伊豆半島、長野・山梨県域で採取で

きる黒
こく

曜
よう

石
せき

や水晶を素材としたナイフ形
がた

石器・

台
だい

形
けい

様
よう

石器などの鋭利な刃物も出土しています。

人々は、それぞれの石器の用途に合った石材を

選択し、必要に応じて遠くの石材を入手してい

ました。

津久井城跡（馬込地区）の遺跡の様相からは、

少人数で遊動生活を送りながら、時に大人数で

集まって共同で狩りや石器づくりを行い、石材

産地などの情報を交換していた様子がうかがえ、

既に地域内での集団社会が形成されていたと推

定されます。

相模川左岸に広がる相模野台地には、旧石器

時代の遺跡が多く分布しています。相模川の形

成した谷や河岸段丘面は、当時の人々がこうし

た日々を送り、また他地域へと移動するルート

のひとつでもありました。

5kmを 2.8cmで 1/180,000
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5kmを 3cmで 1/166,667
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4 	 相模川周辺の旧石器時代の主な遺跡

ナイフ形石器・
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（黒曜石）
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（凝灰岩）局
きょく

部
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ま

製
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石
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斧
ふ

(凝灰岩）

5 	 津久井城跡（馬込地区）で出土した石器 6 	 津久井城跡（馬込地区）で確認された石器の分布状況

台形様石器台形様石器
ナイフ形石器ナイフ形石器
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１　川との暮らしのはじまり
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田
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遺跡群の黒曜石原石

相模原市中央区の田名塩田遺跡群では、こぶし大ほ

どもある黒曜石の原石が９つまとまって出土しました。

これらはすべて長野県の霧
きり

ヶ
が

峰
みね

（星
ほし

ヶ
が

塔
とう

）産のもので、

石器として使用するために持ち帰ってきた原石を、ま

とめて保管していたものと考えられます。

旧石器時代の人々は定住せず、狩猟や食料採集を行

いながら、季節によって一定の地域内を移動する生活

をしていたと考えられますが、その移動サイクルの中

に石材の調達も組み込んでいたようです。

7 	 黒曜石原石の出土状況	
（相模原市立博物館所蔵・相模原市指定文化財）

8 	 相模川中流域からみた黒曜石産地

10 	 田名向原遺跡で確認された住居状遺構 (柱穴：黒・炉：赤に着色）9 	 住居状遺構の復元模型	
（史跡田名向原旧石器時代学習館所蔵）

田
た

名
な

向
むかい

原
はら

遺跡

田名塩田遺跡群中の田名向原遺跡では、およそ 21,000 年前の住居と考えられる遺構が見つかり

ました。この遺構は、多数の丸い礫
れき

( 石 ) で円形に囲んだ中に 12 の柱穴が並び、さらにその内側

で炉が見つかっています。礫で囲まれた範囲はおよそ 10 ｍで、この遺構からはヤリ状の石器（槍
やり

先
さき

形
がた

尖
せん

頭
とう

器
き

）を中心に 3,000 点を超える石器が出土しました。周りを囲む丸い礫は、住居を覆って

いた毛皮などを押さえるための「重し」ともみられます。石器づくりを盛んに行いながら、ある程

度の期間にわたって居住した施設と考え

られています。

旧石器時代の住居が確認された例はめ

ずらしく、遺跡は国の史跡となって保存

されています。
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▲
▲

川でつながる地域－縄文時代－

縄文時代になると、人々は土器を使用し、一

か所に集まって定住生活を営むようになります。

この時代の遺跡は水を得やすく、かつ水害の恐

れのない、川や谷に面した台地の縁辺部などで

多く見つかっています。食料の調達は狩猟・漁

労や採集に頼る部分が大きく、マメ類などの栽

培も行なわれていたようですが、人が自然環境

に及ぼす影響は小さかったようです。

相模川周辺では、縄文時代中期の中ごろ（約

５,000 年前）から大規模なムラが作られ始め、

岡
おか

田
だ

遺跡(寒川町）や国指定史跡の勝
かっ

坂
さか

遺跡(相

模原市南区 ) といった著名な遺跡も出現します。

このころは長野・山梨県域を中心に、ダイナミッ

クな文様を持つ土器や、土
つち

掘
ほり

具
ぐ

とみられる打製

石斧、植物加工のための磨
すり

石
いし

や石
いし

皿
ざら

などを多く

伴う文化の隆盛期で、相模川流域を含む関東地

方南西部も、この文化圏に含まれていました。

5kmを 2.8cmで 1/180,000

5kmを 2.5cmで 1/200,000

5kmを 3cmで 1/166,667
0 5km

N

勝坂

川尻中村
原東

畑久保西はじめ沢下

川尻

岡田

関山

中溝

宮の前

塩瀬下原

勝坂勝坂勝坂

川尻中村
原東

畑久保西はじめ沢下

川尻

岡田

関山

中溝

宮の前

塩瀬下原

11 	 相模川周辺の縄文時代の主な遺跡

12 	 相模川流域の土器（縄文時代中期中ごろ）

13 	 相模川流域の土器（縄文時代中期後半）

相模原市緑区川
かわ

尻
しり

遺跡

相模原市緑区川
かわ

尻
しり

中
なか

村
むら

遺跡 相模原市緑区原
はら

東
ひがし

遺跡

都留市中
なか

溝
みぞ

遺跡
（都留市教育委員会所蔵・
都留市指定文化財）

上野原市関
せき

山
やま

遺跡
（山梨県立考古博物館所蔵）

西桂町宮
みや

ノ
の

前
まえ

遺跡
（西桂町教育委員会所蔵）

縄文時代中期の後半（約 4,500 年前）には、

関東地方南部と長野・山梨県域とで異なる土器

を使用していましたが、両地域をつなぐ相模川

周辺域では、これらの土器がともに出土し、両

者の特徴を合わせもつような土器も見られます。
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竪穴住居 ( は炉）竪穴住居 ( は炉）

土坑（墓穴か）土坑（墓穴か）

配石配石

たてあな

はいせき

ど

ろ

こう

0 20m

N

川
かわ

尻
しり

中
なか

村
むら

遺跡

相模原市緑区の川尻中村遺跡は、相模川の段丘縁辺に立地する、縄文時代中期を中心とした遺跡

です。新
しん

小
お

倉
ぐら

橋の建設に伴い、対岸の原
はら

東
ひがし

遺跡とともに発掘調査が実施されました。調査では、墓

地とみられる中央の広場をぐるりと住居が囲む「環
かん

状
じょう

集
しゅう

落
らく

」が確認されました。

14 	 川尻中村遺跡 遺構平面図

15 	 相模川流域の縄文時代後期の遺構	
　　（左上　相模原市緑区はじめ沢

さわ

下
した

遺跡の敷石住居）	
　　（左下　山梨県大月市塩

しお

瀬
せ

下
したっ

原
ぱら

遺跡の敷石住居）	
　　（右上　　相模原市緑区はじめ沢下遺跡の配石）

出土した埋
うめ

甕
がめ

縄文時代中期の末ごろから後期の中ごろ（約 4,000 ～ 3,500 年前）にかけて、神奈川県域では床

面に平らな石を敷き詰めた敷
しき

石
いし

住
じゅう

居
きょ

や、大規模な配
はい

石
せき

といった、石を多用する文化が盛行します。

山梨県域もその文化圏に含まれ、敷石住居や配石、土器などに共通性が認められます。

相模川は、これらの文化の通り道のひとつとして、重要な役割を果たしていました。
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相模原 IC

相模原･愛川 IC

圏央厚木 IC

海老名 IC

海老名 JCT

厚木 JCT

寒川北 IC

寒川南 IC 茅ヶ崎 JCT

茅ヶ崎中央 IC

東
名
高
速
道
路

新東名高速道路

新
湘
南
バ
イ
パ
ス

1
2

3
44
55

6

7

8

9

10～12

13

1514

16

17

18
19
20
21

22

相模川沿いの遺跡の様相は、これまでの発掘

調査の積み重ねで少しずつ明らかになってきま

した。その解明を大きく前進させたのは、さが

み縦貫道路の建設に伴う発掘調査です。

さがみ縦貫道路とは、首都圏中央自動車道路

（圏
けん

央
おう

道
どう

）のうち、茅ヶ崎ジャンクションから

神奈川県・東京都境までの 34km の区間で、茅ヶ

崎市西
にし

久
く

保
ぼ

から西進し、寒川町宮
みや

山
やま

で相模川東

岸に出ると、そのまま相模原市緑区小倉まで川

に沿って北上し、津久井湖の東側で相模川から

離れて高尾山方面に抜けていきます。

さがみ縦貫道路の建設に先立ち、建設予定地

内の埋蔵文化財 ( 遺跡 ) の取扱いについての調

整が始まったのは 1992 年で、1997 年の茅ヶ崎

市上
かみ

ノ
の

町
まち

遺跡を皮切りに、道路建設によって影

響を受ける遺跡の発掘調査が始まりました。調

査は、インターチェンジに接続する道路なども

含めると、４市１町の 22 遺跡で実施され、調

査面積の合計は 19 万５千㎡に及びます。さが

み縦貫道路が全線開通した 2015 年以降も、調

査の成果を記録として保存し、公表するための

発掘調査報告書の作成作業は続き、最後の報告

書が刊行されたのは 2018 年でした。

刊行された報告書は 30 冊にわたり、出土品

は 4,500 箱以上、確認された遺跡の時代も旧石

器時代から近代までと、まさに「相模川の歴史」

を語る重要な資料となりました。

16 	 さがみ縦貫道路関係 発掘調査遺跡位置図

17 	 さがみ縦貫道路関係 発掘調査遺跡名一覧(番号は上の図に対応)
番号 調査遺跡 番号 調査遺跡 番号 調査遺跡 番号 調査遺跡

1 はじめ沢
さわ

下
した

遺跡 7 葉
は

山
やま

島
じま

中
なか

平
だいら

遺跡 13 河
か

原
わら

口
ぐち

坊
ぼう

中
じゅう

遺跡 19 倉
くら

見
み

川
かわ

登
のぼり

遺跡

2 畑
はた

久
く

保
ぼ

西
にし

遺跡 8 当
たい

麻
ま

遺跡 14 城
じょう

際
ぎわ

遺跡 20 宮
みや

山
やま

中
なか

里
ざと

遺跡

3 津
つ

久
く

井
い

城
じょう

跡
あと

9 上
かみ

依
え

知
ち

上
かみ

谷
や

戸
と

遺跡 15 社
しゃ

家
け

宇
う

治
じ

山
やま

遺跡 21 宮
みや

山
やま

台
だい

畑
ばたけ

遺跡

4 小
お

倉
ぐら

原
はら

西
にし

遺跡 10 宮
みや

ノ
の

越
こし

・宮
みや

ノ
の

前
まえ

遺跡 16 中
なか

野
の

桜
さくら

野
の

遺跡 22 上
かみ

ノ
の

町
まち

遺跡

5 大
おお

保
ほ

戸
と

遺跡 11 桜
さくら

樹
ぎ

古墳群 17 跡
あと

堀
ぼり

遺跡

6 小
こ

保
ほ

戸
と

遺跡 12 中
なか

林
ばやし

横穴墓群 18 倉
くら

見
み

川
かわ

端
ばた

遺跡

コラム１ さがみ縦
じゅうかん

貫道路の発掘調査
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２　川のほとりで暮らし始めた人々

▲
▲

稲作がやってきた弥生時代

弥生時代は稲作をはじめとした本格的な農耕

が日本に広まり、根付いた時代です。水田で米

をつくるには、豊富な水と土地の整備（水田設

備）が必要になります。それまでの生活の場だっ

た丘陵や台地上ではなく、川のそばの沖
ちゅう

積
せき

地
ち

や

谷
や

戸
と

などを開発する必要が生じたことで、生活

の場も川沿いの自然堤防上などを選択する人々

が現れました。

関東地方南部で本格的に稲作が始まったのは、

弥生時代の中ごろ（約 2,200 年前 ) です。小田

原市の中
なか

里
ざと

遺跡では、先行して稲作文化を受け

入れていた近畿・東海地方など、はるか西の地

域の土器や石器が出土しています。稲作はこれ

らの地域から、水田をつくる技術や道具、まつ

りなども含めた、文化そのものとしてもたらさ

れました。

この時期の近畿地方の土器などは静岡県内で

は見られないため、中里遺跡への稲作文化は、

海路でやってきたようです。海からきた新しい

文化は、さらに川をたどって上流側にも伝わり

ました。相模川もそうした文化の道のひとつで

あり、川沿いの遺跡からも近畿地方の土器が出

土しています。

5kmを 2.8cmで 1/180,000

5kmを 2.5cmで 1/200,000

5kmを 3cmで 1/166,667
0 5km

N

砂丘・砂州

自然堤防

本郷本郷

下寺尾西方下寺尾西方

中野桜野中野桜野

戸田小柳戸田小柳
倉見川端倉見川端

秋葉山古墳群秋葉山古墳群

社家宇治山社家宇治山

真土大塚山古墳真土大塚山古墳

宮山中里宮山中里

河原口坊中河原口坊中

桜樹古墳群桜樹古墳群

古墳・墳墓
（古墳時代前期～後期）
古墳・墳墓
（古墳時代前期～後期）

集落等
（古墳時代中期まで）
集落等
（古墳時代中期まで）

18 	 相模川周辺の弥生時代・古墳時代の主な遺跡

19 	 中野桜野遺跡で出土した他地域の土器

中
なか

野
の

桜
さくら

野
の

遺跡

海老名市の中野桜野遺跡は、相模川の自然堤

防上に立地する遺跡です。中里遺跡と同じころ

の遺跡で、地元の土器に加えて、近畿地方や静

岡県東部の土器が出土しました。

残念ながら、調査範囲の中では住居などの遺

構がほとんど見つかっておらず、どのような性

格の遺跡なのか詳しいことはわかっていません

が、相模川の形成した低地を利用して水田を営

んでいた集落だった可能性があります。

１

３

２

４

1~3：近畿地方の土器
4：静岡県東部の土器
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20 	 河原口坊中遺跡遠景（西から、赤色部は遺跡範囲）

稲作を受け入れた後も、川は変わらず遠隔地とつながる重要な交通路であり、自然堤防上には点々

と弥生時代の遺跡が分布しています。また、川の合流点は、他地域からやってきた文物と、支流沿

川の文物が集まる重要な場でした。

河
か

原
わら

口
ぐち

坊
ぼう

中
じゅう

遺跡

海老名市河原口坊中遺跡は、鳩
はと

川・中
なか

津
つ

川・

小
こ

鮎
あゆ

川が相模川と合流する付近の自然堤防上に

位置し、弥生時代以降、現代にいたるまで連綿

と続く生活の場となっています。特に弥生時代

には、鉄製品や銅製品などの希少品が多数出土

し、遺跡が重要な場所に立地していたことを物

語っています。また、当時、遺跡内を流れてい

た川（旧
きゅう

河
か

道
どう

）の中から出土した農耕具や工具、

紡
ぼう

織
しょく

具（機
はた

織
おり

具）などのおびただしい数の木製

品は、私たちが想像する以上に当時の人々がさ

まざまな道具を使いこなしていたことを教えて

くれます。

21 	 河原口坊中遺跡の旧河道推定位置（左）と旧河道内で確認された「しがらみ」（右）	
しがらみは、水流を弱めるために杭を並べて打ち、間に木などを渡したもの。

22 	 鉄製品・銅製品

小
しょう

銅
どう

鐸
たく

銅
どう

環
かん

銅
どう

釧
くしろ

鉄
て っ ぷ

斧

23 	 木製の高
たか

杯
つき
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一方で、相模川のように大きな河川沿いの低地だけが重視されたわけではありません。縄文時代

と同じように、中小河川にほど近い台地の縁辺部などでも大規模な集落が形成され、海老名市の本
ほん

郷
ごう

遺跡や、茅ヶ崎市の国指定史跡下
しも

寺
てら

尾
お

西
にし

方
かた

遺跡では、銅製品や鉄製品が出土しています。地域の

中心となるような集落の場所は、水利や河川交通・陸上交通など、様々な要素から選択されていた

と考えられます。

24 	 紡織具 25 	 機織のようす（想像図）

26 	 臼
うす

と竪
たて

杵
ぎね

28 	 下寺尾西方遺跡の遺構平面図（左）と環壕（右）

27 	 臼と竪杵での脱
だっ

穀
こく

	
（『福富草紙（模本）』（部分）東京国立博物館所蔵）

小 

出 

川

小 

出 

川

環壕(新)環壕(新)

竪穴建物竪穴建物

調査範囲調査範囲

環壕(旧)環壕(旧)

N

0 100m

下寺尾西方遺跡は、小出川に面した丘陵の先端部にある弥生時代中期後半 ( 約 2,100 年前 ) の集落遺跡です。

周囲を溝で囲んだ環
かん

壕
ごう

集
しゅう

落
らく

で、その集落範囲は当時の南関東で最大級です。

経
たて

送
おくり

具
ぐ

か
布
ぬの

送
おくり

具
ぐ 緯

よこ

打
うち

具
ぐ

桛
かせ

桛

紡
ぼう

錘
すい

車
しゃ
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古墳時代前期・中期の様相

相模川沿いでは、海老名市社
しゃ

家
け

宇
う

治
じ

山
やま

遺跡な

どで玉
たま

づくりが行われています。また、銅鏡な

どの希少品や、５世紀ごろに新たに入ってきた

須
す

恵
え

器
き

などが出土する状況から、弥生時代と同

じく、川が他地域と文物をやり取りする道のひ

とつとして機能していたことがうかがえます。
29 	 住居内から出土した銅鏡（寒川町倉見川端遺跡)

30 	 社家宇治山遺跡出土の玉づくり関係遺物 31 	 ５世紀の中ごろに伝わってきた須恵器

32 	 社家宇治山遺跡の方形周溝墓群

▲
▲

相模川周辺の古墳時代

古墳時代になると、「中央」と「地方」という関係が生まれます。近畿地方のヤマト王権が中心となっ

て各地域の有力者たちとの結びつきを強め、前
ぜん

方
ぽう

後
こう

円
えん

墳
ふん

に代表される大小の古墳と、銅
どう

鏡
きょう

・武器な

どの古墳への副
ふく

葬
そう

を特徴とする古墳文化が全国的に広がりました。

古墳時代の名のとおり、相模川周辺にも前方後円墳や前
ぜん

方
ぽう

後
こう

方
ほう

墳
ふん

などの古墳が築かれます。古墳

時代前期（３～４世紀ごろ）の古墳は、海老名市の国指定史跡秋
あき

葉
ば

山
やま

古墳群や平塚市の真
しん

土
ど

大
おお

塚
つか

山
やま

一方で、集落に隣接する場所

には、弥生時代から引き続いて

周りを溝で囲んだ墓 ( 方
ほう

形
けい

周
しゅう

溝
こう

墓
ぼ

）がいくつもつくられました

が、立地や副葬品などからみて、

大規模な古墳に葬られた人とは

大きな格差があったようです。

分割分割

磨く磨く 磨く磨く

完成完成

孔をあける孔をあける

原石から割り取った素材原石から割り取った素材原石から割り取った素材

細かく叩いて整形細かく叩いて整形

鉄の錐鉄の錐
きりきり

あなあな

古墳のように、地域の支配者に

ふさわしい眺望の良い場所や、

交通の要
よう

衝
しょう

などにつくられるも

のが多くあります。
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33 	 自然堤防上につくられた宮山中里遺跡・倉見川端遺跡・倉見川登遺跡の古墳分布と前方後円墳空撮写真

34 	 河岸段丘面の古墳群（厚木市桜樹古墳群）

35 	 河原口坊中遺跡で確認
された小石室(上）と	
副葬品の玉(左)

自然堤防上では、後世の耕作などで上部が削

り取られて、古墳を区画する溝だけが残ってい

ることも多いため、どのような人が葬られたの

かはっきりしない点もありますが、川沿いの集

落で河川交通を統括していた人々の墓だった可

能性も考えられます。

相模川相模川
新 

幹 

線

新 

幹 

線

倉見駅
倉見駅

円墳円墳
前方後円墳前方後円墳

寒
川
北
Ｉ
Ｃ

寒
川
北
Ｉ
Ｃ

(古墳の形状は推定を含む)(古墳の形状は推定を含む)

0 200m

N

JR相模線JR相模線

古墳時代後期の様相

古墳時代後期（６～７世紀ごろ）になると、川沿いの自然堤防上や河岸段丘面にも、小規模なが

ら円墳を中心として数多くの古墳がつくられます。そのような古墳群の中には、寒川町宮
みや

山
やま

中
なか

里
ざと

遺

跡のように前方後円墳を含む一群もあります。鉄製の武器や装
そう

身
しん

具
ぐ

など豊富な副葬品が出土した古

墳もあり、同じ古墳群の中でも、かたちや大きさに差がある場合もあるため、一口に古墳に葬られ

た有力者といっても、その力には差があったようです。
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３　古代のかながわと相模川
７世紀後半から８世紀にかけて、日本は中国

の政治制度や文物を取り入れ、律
りつ

や令
りょう

といった

法制度を整備して国家のかたちを整えていきま

す。全国に行政単位としての「国
くに

」「郡
こおり

( 評）」

が置かれ、国・郡には政務をおこなう国
こく

府
ふ

・郡
ぐう

家
け

が設置されたほか、国々を結ぶ連絡道路と、

その道に沿って馬を乗り継ぐための「駅
うま

家
や

」が

設けられました。また、８世紀中ごろ～後半に

は、各国に国
こく

分
ぶん

寺
じ

・国
こく

分
ぶん

尼
に

寺
じ

が建
こん

立
りゅう

されました。

神奈川県内でも、相模国府（平塚市）、相模

国高
たか

座
くら

郡家（茅ヶ崎市）・鎌
かま

倉
くら

郡家（鎌倉市）、

武
む さ し

蔵国都
つ

筑
づき

郡家（横浜市青葉区）・橘
たち

樹
ばな

郡家（川

崎市高津区）、相模国分寺・国分尼寺（海老名市）

といった官
かん

衙
が

( 役所 ) や寺院の遺跡が発掘調査

で確認されています。

5kmを 2.8cmで 1/180,000

5kmを 2.5cmで 1/200,000

5kmを 3cmで 1/166,667
0 5km

N

砂丘・砂州

自然堤防

相模国分寺

相模国分尼寺

河原口坊中

宮ノ越・宮ノ前宮ノ越・宮ノ前

宮山中里

下寺尾西方

七堂伽藍跡
相模国府関連遺跡群

上ノ町

中野中里

社家宇治山社家宇治山

戸田小柳戸田小柳

相模国分寺相模国分寺相模国分寺

相模国分尼寺相模国分尼寺相模国分尼寺

河原口坊中河原口坊中河原口坊中

宮ノ越・宮ノ前宮ノ越・宮ノ前宮ノ越・宮ノ前

宮山中里宮山中里宮山中里

下寺尾西方下寺尾西方下寺尾西方

七堂伽藍跡七堂伽藍跡七堂伽藍跡
相模国府関連遺跡群相模国府関連遺跡群相模国府関連遺跡群

上ノ町上ノ町上ノ町

中野中里中野中里中野中里

社家宇治山社家宇治山社家宇治山

戸田小柳戸田小柳戸田小柳

36 	 相模川周辺の古墳時代後期～平安時代の主な遺跡

37 	 国庁脇殿と推定される大型建物(平塚市坪ノ内遺跡）

▲
▲

官衙関連遺跡

国府などの官衙遺跡では、整然と立ち並ぶ大

規模な建物跡が見られ、文字を書くための道具

や、美しい釉
うわぐすり

薬のかかった器などが出土します。

こういったものが多く出土する遺跡は、官衙

に関連する、あるいは官衙に勤めていた人々が

生活していた場所の可能性があります。
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